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令和元年度まっかりみらい会議【第１回】 報告書 
 

１ 講座概要 

 

 

 

２ プログラム概要 

○開 会 

○説 明「真狩村総合計画策定のためのみらい会議の位置付け」 

 

説明者 真狩村総務企画課企画調整係長 松枝 主範 

○協 議「真狩村の今、魅力や課題の整理～むらの魅力を再確認～」 

     進 行 ㈱日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ  研究員 中村  桂 

  

 

３ 講座内容と参加者の様子 

 まっかりみらい会議は、真狩に住んでいる人、働いている人や真狩に 

興味のある人などが対話を通じて、お互いの考えを尊重しあい、真狩村 

の未来や地域課題を共有し、住民の自主的・主体的なまちづくりへの参 

画の推進を目的として開催しました。今回の未来会議は、真狩村総合戦 

略や真狩村総合計画の策定にあたり、意見反映する目的もあり、昨年度 

の開催結果を踏まえ、「真狩村の魅力について」グループに分かれて協議 

を行いました。参加者の自己紹介後、終始、和やかな雰囲気でグループ  

討議がなされ、自由な意見交換の中から魅力を発掘し、魅力を活かす方 

法や効果をグループごとに発表し、全体で確認することができました。 

最後に次回開催日を確認し、閉会しました。 

 

 

４ アンケートの結果 

 事業の効果を測るため、項目に沿ってアンケートを事前と事後実施し 

た。尺度として、【とても関心がある ４ ３ ２ １ 全く関心がない】 

の中で数値を選択する方法でその平均値を示している。 

 昨年度も「みらい会議」を5回実施していることから、事前アンケー 

トでは、すべての項目で、参加者のまちづくりへの関心が高

いことが分かる。 

 すべての項目で、事前アンケートよりも0.1～0.2ポイン

ト高くなっていることから、第 2 回、第 3回と参加してい

ただくことで地域づくりに協力可能な人材の掘り起こしに

もつながっていくことが期待できる。 

  

 

 

日  時 令和元年11月11日(月) 18:30～20:30 

会  場 真狩村役場 

運  営 

真狩村総務企画課企画調整係係長 松枝 主範 

㈱日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ   研究員 中村  桂 

道立生涯学習推進センター 主査 久末 考勇 

参加人数 20名 

項目 事前 事後 

１ 真狩の未来に対しての関心 3.7 3.9 

２ まちづくりに参加したい気持ち 3.6 3.7 

３ 
地域住民が主体的に活動することの

必要性 
3.6 3.7 

４ 役場と住民が協働することの必要性 3.6 3.8 

５ 
地域住民が地域の未来を話し合うこ

との必要性 
3.7 3.9 

数値は参加者20名の平均値（小数第2位を四捨五入） 

 


